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地域貢献活動支援報告書 
 

                            所 属 教 育 学 部 
                            氏 名 魚 住 明 生 

 
活動テーマ 
 

三重県において『未来の科学技術イノベーター』を育成する 

産学官連携プログラムの開発 

実施期間 平成 27年８月 12日（水）～15日（土） 

活動内容 （１）具体的な活動実施内容 

三重県内各地から参加した小・中学生が，抽選でチームを編成し，３泊４日

寝食を共にして，ロボット製作に生き生きと取り組んだ。これに関わる指導は，

県内中学校教員と三重大学教育学部技術科の学生が生徒と同じく寝食を共に

して担当した。４日間の製作で，ほとんどのチームが様々に工夫されたロボッ

トを完成させることができた。 

成果大会では，多くの保護者や一般参観者が集まり，盛大に大会が行われた。

多くの参観者から小・中学生のロボットに感心の声が寄せられた。 

さらに，ロボット製作キャンプで製作したロボットを活用し，三重県中学生

ロボコンへの出展展示や三重大学科学の祭典への出展 等，県内各地において

活動を行った。 

 

（２）地域への貢献（地域の発展・活性化への寄与、広がり） 

終了後のアンケート（「実施報告書」pp.65-67）において，参加生徒並びに

保護者のほぼ全員が本事業に満足していることが示された。このことから，本

事業が目的とした青少年の科学技術への興味の喚起は十分に達成できたと考

える。事業終了後，各方面から来年度の開催を望む声が多くの寄せられており，

さらに地域への貢献が期待できる。 

 

（３）共同実施者との連携状況 

共同実施者とは，メーリングリストにより，密接に連絡を取りながら分担さ

れた業務を行った。具体的には，三重県，津市，四日市市においては報道機関

等への広報を，津市においてはさらに合宿に関わる関係機関との調整を行っ

た。これらの連携により，企画，運営を通してスムーズに事業を行うことがで

きた。 

 

（４）大学の教育・研究成果のかかわり 

 教育面では，前年度と同様に，三重大学教員・学生，並びに三重県内中学校

技術科の教員が連携して行うことにより，参加した学生は，間近に現職教員の

指導を見ることができると共に，生徒への指導の在り方について直接助言を得

ることができた。このことは，将来教職を志す学生にとって大きな財産になっ

たと考えられる。 

研究面では，三重県において『未来の科学技術イノベーター』を育成する産

学官連携プログラムを開発するために，ロボット製作キャンプに参加した児

童・生徒を対象にアンケート調査を実施し，検討した。その結果，キャンプで

の様々な活動が子どもたちに多様な関わりを生起し，【自分】【他者】【もの】

に対する気づきを育成することが分かった。なお，本プログラムをより良いも

のにしていくにはさらなる研究が必要であり，本地域連携活動支援の継続が強

く望まれる。 
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（５）イベント等の開催実績（名称、実施場所、参加人数等） 

・ロボット製作キャンプ（参照：実施報告書，資料１） 

日 程：2015年８月 12日(水)～15日(土)：３泊４日 

会 場：津市青少年野外活動センター 

参加者：児童・生徒 40名，学生 名，ＯＢ指導者  名，中学校教員９名 

 

・成果発表会（実施報告書，資料１・２） 

日 時：2015年８月 15日(土) 

会 場：津市センターパレス・市民オープンステージ 

参加者：児童・生徒 40名，学生 30名，小・中学校教員 15名，参観者多数 

 

・成果発表展示（資料３） 

日 時：2015年 11月３日(火) 

会 場：津市立久居中学校体育館（中学校技術・家庭科創造アイディアロボ

ットコンテスト三重県大会でのブース展示） 

参加者：中学生約 200名，学生約 30名，教員約 20名 

 

・イベント（津まつり）への出展（資料５） 

日 時：2015年 10月 11日(土) 

会 場：リージョンプラザ 

参加人数：幼児・小学生約 30名，学生７名，参観者多数 

 

・イベント（科学の祭典）への出展（資料４） 

日 時：2015年 11月 14日(土)・15日(日) 

会 場：三重大学三翠会館 

参加人数：幼児・小学生約 220 名，学生 29名，参観者多数 

 

・ロボコン体験教室の開催（資料６） 

日 時：2015年 12月 20日(日) 

 会 場：ララスクエア四日市４階特設会場 

 参加者：幼児・小学生約 90名，学生 10名，参観者多数 

 

（６）これまでの取組によって得られた具体的な成果について 

 ロボット製作合宿において協働する様々な活動を位置づけることにより，参

加者の【自分】【他者】【もの】への気づきを促し，相互の人間関係を深めるこ

とができた。なお，本活動については，第 33回日本産業技術教育学会東海支

部大会（2015年 12月 5日，岐阜大学）において「ロボット製作合宿における

「気づき」を促す取組の有効性について」の題目で口頭発表を行い，その成果

を報告した。 

 

文献 

・畠波輝・白井尚貴・魚住明生：ロボット製作合宿における「気づき」を促す

取組の有効性について，第 33回日本産業技術教育学会東海支部大会講演論

文集，pp.39・40（2015） 

 

 

 

 

 



3 
 

表１ 「Jr.ロボコン 2015 in 三重」日程表

８月１２日（水） ８月１３日（木） ８月１４日（金） ８月１５日（土）
時間 内容 内容 内容 内容

6:30 起床 起床 起床
7:00 レクリエーション レクリエーション 部屋の片づけ

朝食 朝食 朝食
8:00 　

ギアの説明
9:00 近鉄津新町駅出発

受付
10:00 開会式

11:00 合宿の足跡記入
後片付け

12:00 昼食 昼食 昼食 昼食
成果発表会場移動

13:00 話し合いの仕方の説明 準備
アイディア発表

14:00

15:00 工具の説明
閉会式

16:00 解散・後片付け

17:00

18:00

19:00

20:00

21:00 合宿の足跡説明
合宿の足跡記入 合宿の足跡記入 合宿の足跡記入

22:00 健康チェック 健康チェック 健康チェック
22:30 就寝 就寝 就寝

成果発表会

夕食

入浴・自由時間

グループ活動

グループ活動

グループ活動

課題解決の場

グループ活動

グループ活動

アイスブレイク

入浴・自由時間

夕食

グループ活動

グループ活動

機構の説明

グループ活動

入浴・自由時間

夕食

計画立て

グループ活動

合宿の足跡発表

 

 

 

図１ 成果発表会での参加者の活動の様子 

 

 


